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概要 
学習者の多様化に伴い、各種学習者特性に合わせた教育が求められている。現在、講義

の同時収録と公開が、学習者の学びに与える影響を調査している。授業映像の公開は、学

習者の学習速度に適合した学習の可能性がある。これまでの実践と課題への取り組みから、

早期に高く深い学びにつながることがわかってきた。さらに出席率の低い層が、減少する

傾向がわかってきた。今回は講義の収録と公開に対する学習者の意識調査結果について報

告を行い、新たに構築が必要となるシステムについて検討を行う。 
 

1  はじめに 

学習者の多様化に伴い、各学習者特性に合わ

せた教育や学習者対応が求められている。多様化

の具体例としては、スマートフォンの普及に伴う、

コンピュータを用いた操作習熟度格差や、学習者

特性（日本語能力、質問を行わない・行えない）

学習特性（学習速度や認知特性）などである。こ

れまで、我々は学習者の学習への取り組みの改善

に向け、様々な手法の試行に取り組んできた 
[5-9]。いずれの手法も、全体的に改善傾向が見ら

れた。しかし、改善につながらない学習者もい

た。 
そこで、既存の設備の利活用から実践可能な新

たな手法として、コンピュータを用いた演習系科

目にて、講義の収録と授業内・解説直後の公開（以

後セミリアルタイム公開と略す、詳細は後述する）

を試行した [10]。この結果、従来法と比較して、

課題への取り組みの早期化に加え、高く深い学び

につながることが確認された。また、出席率の低

い層に対し、出席率の改善傾向も確認した。さら

に授業の出席者にアンケート調査をしたところ、

授業内での授業映像の公開について、学習者から

早期に公開を希望する意見が多くあった（表１）。

特に解説中における公開を希望する意見も多くあ

った。 
 

表１、動画を公開するタイミングは何時がよい

ですか？ 

選択肢 回答率 
不要 0.0% 
授業内（解説中） 46.2% 
授業内（解説後） 30.8% 
授業後 23.1% 

(n=13,出席者数 14) 
しかし、セミリアルタイム公開は、ほとんどの

作業を手作業で行う。そのため、授業を行う教授

者の作業が、非常に煩雑化する。また、解説に用

いるコンピュータの各種リソースを、大きく消費

してしまう。そのため、操作ミス、リソース不足

などを原因として、収録に失敗することもあった。

これらを軽減するために、授業収録と配信の自動

化の必要性がある。また学習者の意見より、ライ

ブ配信型(DVR)への移行の必要性もある。そこで、

学内に新たなサーバを設置し、ライブ配信(DVR)+
オンデマンド配信への移行を検討している。しか

し、ライブ配信(DVR)+オンデマンド配信の導入に

向け、授業映像に含まれる可能性のある各種映像

に対し、様々な検討が必要である。 
本稿では、事前に実施した実践に対する、アン

ケート調査結果について報告する。次に、新たに

構築が必要な視聴支援システムについてまとめる。 



2  セミリアルタイム公開 

演習系科目では、授業中に「解説」と「演習」

を繰り返す。「解説」では、「演習」で必要な知識

や技能について、必要に応じて実技を含めて解説

を行う。「演習」では、直前に「解説」した技能や

知識を用いた課題への取り組みを行う。1 コマ（90
分）の授業にて、この「解説」と「演習」を何度

か行い、学習者の学びと実技能力の育成に取り組

んでいる。一つの解説は 10 分程度を目安とし、演

習時間は、授業時間、学習者の課題取り組み状況、

課題の難易度から、調整している。 
セミリアルタイム公開では、この解説中のコン

ピュータの映像と解説している教授者の音声を収

録する。一つの解説が終了すると、収録を終了し、

動画ファイルをサーバへ掲載している。サーバは、

LMS/CMS として日常的の授業で活用している

moodle を利用している。収録は、解説で用いるコ

ンピュータ上で動作するソフトウェア（AG-デス

クトップレコーダ、1〜2fps、リアルタイムエンコ

ーディング）を用いている。収録の開始と終了は、

教授者が解説を始める直前と終了後に、教授者が

操作を行う。moodle への掲載も、教授者が手作業

で行なっている。moodle への掲載時は、解説内容

がわかりやすいタイトル付けを意識した。 

   

 
図 1,解説用コンピュータと画面 

セミリアルタイム公開では、学習者が迅速に視

聴できることを最優先としている。そのため、収

録映像の編集やエンコード作業は行わない「撮っ

て出し」とした。これにより、授業に出席してい

る学習者は、解説直後に、解説した映像を直ぐに

見直すことが可能になる。さらに授業後や、他授

業回でも、映像の再視聴が可能になる。 

3意識調査結果 

2019 年度前期の演習系科目にて、授業の同時収

録とセミリアルタイム公開を試行した。出席者に

対し、アンケート調査を行った。調査結果の一部

を表１〜表３に示した(n=13,出席者数 14)。 
表２、授業での解説を動画で収録し、公開して

いましたが、知っていましたか？ 

選択肢 回答率 
知っていた・よく視聴した 30.8% 
知っていた・少し視聴した(1～2 回程度) 46.2% 
知っていた・視聴していない 23.1% 
知らなかった 0.0% 

表 3、動画を視聴するタイミングは何時です

か？ 

選択肢 回答率 
解説があった後（授業時間内） 15.4% 
授業時間後（別の授業回を含む） 30.8% 
「解説があった後（授業時間内）」と、

「授業時間後（別の授業回を含む）」 7.7% 

見てない 46.2% 
調査結果より、動画の存在を知らない学習者は

いなかった(表 2)。しかし、利用状況(表 3)からは、

約 46%が見ていないとの回答であった。動画を公

開するタイミング(表 1)に対しては、授業後の公開

希望は 23.1%であった。授業内の公開希望は、授

業内(解説中)が 46.2%であり約半数であった。授業

内(解説後)は 30.8%であった。これらより、授業内

での公開希望は約 77.0%（解説中:46.2%＋解説

後:30.8%）であった。動画が不要という意見はな

かった。 
これらより、授業内、特に解説中から視聴でき

るようにして欲しいとした希望が多くあることが

明らかになった。今回は、履修者数、特に当日の

出席者数が少ない状況での調査であった。そのた

め、今後、履修者数が多い演習系科目での実践と

調査の必要がある。 

4授業映像に含まれる情報 

本研究では、授業動画の収録と配信に向けた取

り組みを行なっている。このような配信を、失敗

が少ない形で学習者に提供するためには、配信の

自動化が重要である。授業では、様々な情報を用

いて学習者に解説や案内を行い、学習を促進する

取り組みを行う。そのため、授業をそのまま収録

すると、様々な情報が含まれることになる。 
これまで、多くの取り組みにおいて、授業を収

moodle

講義資�

ビデオ映像



録し配信する取り組みがなされてきた。この授業

を収録し公開する際には、収録し、収録後、映像

としての質を高めるため、編集を行う。編集では、

配信に適さない部分をカットし、必要に応じてモ

ザイク処理などの画像処理を施し、一本の動画に

まとめる作業が行われる。この作業のためには、

収録後に、取り込み作業、編集作業、オンデマン

ド配信向けのエンコード作業が必要になる。これ

らは、質の高い動画映像を用意するためには、非

常に重要な作業である。しかし、これら作業は様々

なリソース（人的、ハード、ソフト、予算、時間）

を要する。迅速な視聴可能性を高めるためには、

これら作業をできるだけ減らす必要がある。また、

動画配信は、その仕組み上、配信の一時停止や、

一時停止した配信の再開は難しい。また各種失敗

の可能性を下げるためにも、可能な限り配信の自

動化が望ましい。 
そこで、授業を自動的に収録し公開するために

は、授業で用いる様々な情報について、整理し、

公開することについて検討する必要性がある。ま

た、必要に応じて環境を新たに構築する必要性も

ある。また、授業を収録し配信されることに対す

る、学習者が持つ印象についても、調査する必要

もある。 
まず授業の収録映像に含まれる情報について

である。演習系科目にかかわらず、授業では、学

習者に課題を課している場合がある。この場合、

提出物を用い、出席者向けにレビューを行う場合

がある。我々が用いている課題提出管理システム

(evPoints:moodle と連携)には、授業でのレビューで

利用することを想定したレビューモードを用意し

ている。レビューモードでは、提出者名を表示し

ないで提出物の一覧表示が可能である。そのため、

提出者がわかりにくくなる工夫はしている。しか

し提出物の内容を表示した際には、提出物に提出

者名が含まれている場合がある。また提出物の管

理の観点から、ファイル名に学籍番号を入れる指

示をしている場合もある。これらを表示した場合、

表示された情報から、提出者を割り出すことは難

しくない。提出物を表示してレビューした場合、

レビュー対象となった学習者が受ける印象につい

ては、非常に注意が必要である。さらに映像とし

て記録が残り、配信される場合、さらなる注意が

必要な場合のあることが考えられる。 
他に、座席指定している場合、座席表を案内と

して表示することもある。この座席表には、学生

名、学籍番号が含まれる場合が多い。 
LMS/CMS に備わっている小テストモジュール

などを用いた出席管理や、小テストにおいては、

一覧で取り組み状況や平均点などを表示すること

もある。 
他に、授業内の解説前後、場合によっては、解

説中に学習者から、口頭での質問を受ける場合が

ある。授業に関わる内容である場合、問題になる

可能性は少ない可能性もある。しかし、授業が始

まる直前や、演習中に課題への取り組みがひと段

落ついた学習者からの、不意な授業外の事項に対

する質問がでる場合もある。収録されている場合、

これらも収録映像に入ってしまう可能性もある。 
また、授業の中で、課題に取り組む時間を用意

する場合もある。課題に取り組む時間は、全体向

けのアナウンスを行うこともある、また各学生個

人に対し、個別対応を重点化する場合もある。こ

れら時間帯は、配信する必要性は非常に少ない。 
以上のように、授業を収録した動画の中には、

学習者が視聴可能にしたい部分と、視聴できる 

ことが適さない可能性のある場合があることがわ

かる。 
さらに、１コマ（９０分）の授業映像の中から、

学習者が、任意の解説内容の場所を探すことは、

簡単ではないことは、容易に想像できる。そのた

め、動画１本の中でのインデックス化の必要性が

ある。このインデックス化においては、動画映像

に含まれる解説内容をイメージしやすい名称をつ

けることで、動画映像内に対するアクセシビリテ

ィが向上すると考える。 

4 視聴支援システム 

以上のように、授業の収録映像においては、

様々な情報が含まれる。旧来は動画編集にて、こ

れらの対応をしてきた。しかし動画編集には、様々

なリソースが必要になる。また、学習者の即時閲

覧可能性を高めたい。そこで、下記要件を満たす

視聴支援システムの構築を提案する。 
1. ライブ配信(DVR)+オンデマンド配信 
2. １の動画を管理できる。 
3. 動画は撮って出し（編集・エンコードは行

わない） 
4. 動画にインデックスをテキスト形式でつ

ける（タイトル、タイムスタンプ（再生開

始、再生終了、視聴可否） 
5. 学習者からの視聴は、新規に構築する Web



アプリからのみ視聴可能とする 
6. Web アプリは、インデックス情報を参考に、

設定された動画の再生コントロールをす

る（視聴可の部分のみ再生可とする）。 
このような視聴コントロールシステムの構築

により、これまで構築された動画配信インフラを

活用しながら、動画配信において、カット編集と

再エンコードの必要がない動画視聴環境の構築が

可能になる。 

4 まとめ・展望 

今回、演習系科目における授業の同時収録とセ

ミリアルタイム公開に対する、これまでの取り組

みを報告した。さらに、当該授業に出席した学習

者に対する意識調査を行った。今回は、履修者数

と調査日に出席者数が少ない調査となってしまっ

た。しかし、セミリアルタイム公開の有用性を示

唆する結果となった。さらに、授業内における動

画の公開や、授業内の解説中における動画の公開

を希望する意見が多くあることもあきらかになっ

た。これらより、ライブ配信(DVR)とオンデマン

ド配信の必要性が明らかになった。 
セミリアルタイム配信は、手法や様々なリソー

スの関係で、収録において失敗する可能性がある。

そのため、自動化は非常に重要である。しかし授

業をライブ配信した場合、授業という性質上、配

信には適さない可能性のある情報も含まれる。従

来は、これらを動画編集や再エンコードという形

で行ってきた。しかし、学習者からの希望からす

ると、動画の即時公開可能性が高くある必要性が

ある。そのため、動画編集や再エンコードの必要

性のない手法を構築する必要性がある。 
そこで、簡易な手法として視聴支援システムの

構築を提案した。本手法は簡易なカット編に近い

ことを、動画のインデックス化と再生コントロー

ルとした形で実現可能である。 
今後、これらシステム構築と有用性を検証した

い。また、多くの授業にて、セミリアルタイム公

開を試行実践行い、有用性と問題点をあきらかに

したい。 
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